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令和元年第２回町議会定例会が、６月18

日から２日間開かれ、渋田町長は今年度の

まちづくりの指針となる町政執行方針を

述べました。ここでは、その内容の一部を

抜粋して紹介します。（ＨＰでは全文公開）
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住
み
よ
い
、活
力
あ
る
、、、、、、、、、、、、、、、、、
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目
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すすすすすすすすすすすすすすすすす

令
和
元
年
第
２
回
『
厚
沢
部
町

議
会
定
例
会
』の
開
会
に
あ
た
り
、

町
政
執
行
に
臨
む
所
信
と
施
策
の

一
端
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

私
に
と
っ
て
今
年
は
町
政
を
担

い
４
期
13
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
町
民
の
皆
様
と
と
も
に

歩
む
協
働
の
精
神
を
基
本
理
念
と

し
て
、
私
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
と

責
任
に
応
え
る
べ
く
、町
民
の『
融

和
』
と
『
協
調
』
を
信
条
と
し
、

「
住
み
よ
い
、
活
力
あ
る
、
元
気

で
輝
く
厚
沢
部
町
」
の
実
現
を
目

指
し
、永
年
の
懸
案
事
項
の
解
決
、

さ
ら
に
は
将
来
に
向
け
て
希
望
の

持
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

厚
沢
部
町
の
特
質
し
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
主
眼
事
業
と
し
て
、

町
内
中
学
校
の
統
合
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
新
設
、
認
定
こ
ど
も

園
の
設
置
、
医
療
費
や
保
育
料
、

給
食
費
の
子
育
て
３
本
柱
の
支

援
、
都
市
住
民
と
の
交
流
事
業
や

移
住
体
験
事
業
、
関
西
圏
で
の
厚

沢
部
Ｐ
Ｒ
事
業
、
さ
ら
に
は
素
敵

な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制

定
や
『
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式

会
社
』
の
設
立
な
ど
全
国
で
も
ユ

ニ
ー
ク
な
施
策
の
展
開
に
対
し
、

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を

賜
り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
協
働
と
い
う
基

本
理
念
の
も
と
、
一
層
の
テ
ン
ポ

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
厚
沢
部

町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
と
信

頼
に
応
え
て
い
く
意
を
強
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
な
ど
気
候

変
動
に
伴
う
集
中
豪
雨
や
台
風
等

に
よ
る
災
害
が
頻
発
す
る
中
で
、

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
子
高
齢

化
の
さ
ら
な
る
進
行
に
加
え
て
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
流
出
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
都
市
と
町

村
と
の
格
差
が
一
層
広
が
り
、
全

国
の
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
は

維
持
や
存
続
が
困
難
と
な
る
集
落

が
生
じ
る
な
ど
、
大
き
な
危
機
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
破
す
る
た
め
、
気
候
風
土
や

賦
存
す
る
資
源
な
ど
、
町
が
有
す

ふ
そ
ん

る
地
域
特
性
を
最
大
限
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
地
域
間
の
連
携
を

深
め
、
住
民
１
人
ひ
と
り
が
豊
か

さ
と
ゆ
と
り
を
実
感
し
、
若
者
が

将
来
に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る『
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』

に
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
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は
じ
め
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
と
林
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

明
渠
排
水
及
び

暗
渠
排
水
の
整
備

基
盤
と
な
る
農
地
は
、
農
作
物

の
生
産
性
に
直
結
す
る
こ
と
か
ら

道
営
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農

地
整
備
事
業
等
を
導
入
し
、
生
産

基
盤
と
し
て
明
渠
排
水
及
び
暗
渠

排
水
の
総
受
益
面
積
１
６
０
ha
余

り
を
計
画
。
農
家
負
担
を
極
力
抑

え
た
整
備
に
取
り
組
む
ほ
か
、
町

単
独
で
進
め
る
小
規
模
土
地
基
盤

整
備
事
業
と
合
わ
せ
て
、
積
極
的

に
排
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。力

強
い
農
業
を
展
開

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
み
る

と
、
外
的
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
の

発
効
や
日
米
貿
易
交
渉
の
閣
僚
会

議
が
始
ま
る
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
波
が
否
応
な
し
に
押
し
寄
せ
、

内
的
に
は
後
継
者
不
足
や
高
齢
化

の
進
展
な
ど
益
々
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
ま
す
。

厚
沢
部
農
業
を
再
興
し
、
力
強

い
農
業
の
展
開
を
図
る
た
め
に
は

今
年
度
策
定
を
予
定
し
て
い
る

「
農
に
生
き
る
パ
ー
ト
７
」
の
目

指
す
方
向
に
向
か
っ
て
、
着
実
に

前
進
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

真
に
実
効
性
の
あ
る
施
策
展
開
が

必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る

昨
年
は
、
春
先
か
ら
の
断
続
的

な
降
雨
の
影
響
で
作
付
計
画
が
大

幅
に
変
更
に
な
っ
た
圃
場
も
見
ら

れ
計
画
を
４
億
円
ほ
ど
下
回
り
ま

し
た
が
、
み
な
み
北
海
道
農
業
共

済
組
合
か
ら
の
支
払
共
済
金
や
経

営
所
得
安
定
対
策
な
ど
に
よ
る
国

の
直
接
助
成
も
あ
り
、
お
お
む
ね

持
続
可
能
な
農
家
収
入
が
確
保
さ

れ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
収
入
保
険
制
度
を
含
め

た
農
業
生
産
安
定
化
特
別
対
策
事

業
費
補
助
や
野
菜
生
産
振
興
事
業

費
補
助
、
地
力
増
進
対
策
事
業
費

補
助
や
農
道
整
備
事
業
費
補
助
、

振
興
作
物
の
苗
代
補
助
な
ど
を
継

続
支
援
し
、
更
な
る
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

森
林
環
境
贈
与
税
の
導
入

森
林
整
備
の
促
進
に
期
待

町
有
林
管
理
に
つ
い
て
は
、
集

約
化
を
進
め
た
中
で
、
未
来
に
つ

な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
や
除
間

伐
、
枝
打
ち
、
下
刈
り
事
業
に
支

援
し
、
地
域
林
業
の
振
興
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
税
制
改
正
で
、

森
林
環
境
税
が
令
和
６
年
か
ら
実

施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、『
新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
』
を
構
築

す
る
た
め
に
、
前
倒
し
で
森
林
環

境
譲
与
税
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
森

林
環
境
譲
与
税
は
、
今
年
度
か
ら

交
付
さ
れ
、こ
れ
を
基
金
化
し
て
、

所
有
者
の
意
向
確
認
を
中
心
と
し

た
ソ
フ
ト
事
業
を
行
い
、
次
年
度

以
降
に
つ
な
が
る
森
林
整
備
の
促

進
や
木
材
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

雇
用
の
創
出
に
努
め
る

地
域
に
密
着
し
た
商
業
は
日
常

生
活
の
利
便
性
や
地
域
の
活
性
化

に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
の

進
行
は
小
売
業
の
衰
退
に
つ
な
が

り
ま
す
。

今
後
も
商
工
団
体
の
育
成
と
中

小
企
業
の
経
営
安
定
を
継
続
支
援

す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
と
連
携

し
、
活
性
化
へ
の
振
興
策
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
優
良
企
業
の
誘
致
を
積

極
的
に
推
進
し
、
地
域
産
業
お
こ

し
を
図
る
と
と
も
に
、
雇
用
の
創

出
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

厚
沢
部
町
応
援
団
員
の

獲
得
・
拡
大
を
目
指
す

観
光
に
つ
い
て
は
、
教
育
観
光

の
誘
致
や
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
事
業

の
継
続
的
な
展
開
で
交
流
人
口
や

関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、

関
西
圏
や
北
海
道
で
の
ラ
ジ
オ
番

組
で
の
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
、
素
敵

な
過
疎
の
ま
ち
厚
沢
部
町
応
援
団

員
の
獲
得
と
拡
大
に
努
め
ま
す
。

『
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
』

拡
幅
整
備
を
図
る

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
『
ハ
チ
ャ

ム
の
森
』
や
『
レ
ク
の
森
』『
道
の

駅
あ
っ
さ
ぶ
』
や
『
う
ず
ら
温
泉
』

を
中
核
施
設
と
し
て
、
観
光
入
込

客
数
の
増
大
に
努
め
ま
す
。

特
に
、
利
用
度
が
年
々
増
し
て

い
る
『
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
』
に
つ

い
て
は
、
利
便
性
と
効
率
性
等
に

配
慮
し
た
施
設
全
体
の
拡
幅
整
備

を
図
る
な
ど
集
客
効
果
を
高
め
て

参
り
ま
す
。

農
業
・
林
産
業

商
工
業
・
観
光

―令和元年度町政執行方針 ―
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社
会
福
祉
・
保
健
衛
生

医

療

生
活
環
境

―令和元年度町政執行方針 ―

た
め
高
齢
者
給
食
な
ど
の
13
項
目

に
及
ぶ
町
単
独
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

し
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は

国
の
包
括
的
な
子
育
て
支
援
改
革

で
幼
稚
園
と
保
育
所
機
能
が
一
体

化
し
た『
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
』

を
開
設
し
、
職
員
体
制
の
強
化
を

図
り
な
が
ら
、
一
時
預
か
り
保
育

や
発
達
支
援
、
健
康
相
談
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、『
厚
沢
部
町

公
営
塾
』
の
開
設
な
ど
で
、
総
合

的
に
子
育
て
世
代
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
参
り
ま
す
。

居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の

拡
大
を
目
指
す

ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
や

老
人
夫
婦
世
帯
も
増
え
、
加
え
て

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢

者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
老
老
介

護
の
状
況
に
突
入
し
て
お
り
、
地

域
社
会
で
の
絆
や
支
え
合
い
助
け

合
い
の
精
神
が
溢
れ
る
福
祉
・
介

護
体
制
の
整
備
が
肝
要
で
あ
る
ほ

か
、
在
宅
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る

医
療
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
７
期
の
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は

「
安
心
・
健
康
・
快
適
・
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
」
を
基
本
的
な
目

標
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
サ
ー
ビ

ス
は
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
第
７
期
で
は
居
住
系

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

日
常
生
活
の
支
援
に
お
い
て
は

健
康
寿
命
の
延
伸
や
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
す
可
能
性
を
高
め
る

町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

町
立
病
院
を
目
指
す

国
民
健
康
保
険
病
院
は
、
医
師

及
び
医
療
技
術
員
の
体
制
整
備
や

財
政
健
全
化
に
向
け
た
経
営
改
善

な
ど
、
病
院
経
営
を
巡
る
環
境
が

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
地

域
医
療
の
確
保
や
救
急
医
療
を
担

う
町
立
病
院
と
し
て
重
要
な
使
命

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
に

と
っ
て
地
域
医
療
の
確
保
は
命
を

守
り
暮
ら
し
に
安
心
感
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

今
後
も
医
療
体
制
の
充
実
や
良

質
な
医
療
の
提
供
、
経
営
の
改
善

に
努
め
、
町
民
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
町
立
病
院
を
目
指
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

社
会
基
盤
整
備
を

継
続
的
に
実
施

道
路
や
水
道
、
環
境
衛
生
、
防

災
な
ど
の
各
分
野
は
、
安
全
で
安

心
、
住
み
よ
い
厚
沢
部
町
を
築
く

こ
と
に
直
結
し
、
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
責
務
で
あ
り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
厚
沢
部
町
で
は
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
社
会
基
盤
整
備

を
実
施
し
、
日
常
生
活
の
安
全
性

と
利
便
性
、
快
適
性
を
高
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
、
今
後
と
も
各
分
野
で

の
継
続
的
な
整
備
が
不
可
欠
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
交
通
と

安
全
確
保
に
努
め
る

地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
公
共
交
通
路
線
で
あ
る

国
道
２
２
７
号
は
、
北
海
道
新
幹

線
新
函
館
北
斗
駅
に
接
続
す
る
幹

線
国
道
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り

高
速
交
通
体
系
の
骨
格
を
形
成
す

る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
担
う
重

要
な
路
線
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
度
な
医
療
を
函
館
圏
に
依
存
す

る
南
檜
山
地
域
に
あ
っ
て
は
、
い

わ
ば
「
命
の
道
」
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
狭
小
ト
ン
ネ
ル
の
解

消
に
つ
い
て
は
国
に
要
望
し
、
工

事
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
日
も

早
い
早
期
完
成
に
向
け
た
要
請
活

動
を
強
力
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

一
方
、
道
道
で
は
乙
部
厚
沢
部

線
新
町
地
内
や
城
丘
江
差
線
松
園

地
内
の
改
良
が
終
わ
り
危
険
箇
所

が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
他
路
線
の

未
整
備
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
早

期
整
備
を
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

町
道
で
は
、
適
正
な
維
持
管
理

及
び
冬
期
間
に
お
け
る
除
排
雪
体

制
の
整
備
を
図
り
、
運
行
に
支
障

が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
住
民

の
交
通
と
安
全
を
確
保
し
て
参
り

ま
す
。

ま
た
、
策
定
済
の
橋
梁
の
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
橋
梁

工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

河
川
関
係
で
は
、
厚
沢
部
川
の

改
修
工
事
は
順
調
に
進
み
、
町
河

川
に
お
い
て
も
、
管
理
に
万
全
を

期
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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⑤
学
校
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

今
年
度
各
小
学
校
区
に
お
い
て

小
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
教
育
委
員
会
議
は

も
と
よ
り
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
教

育
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
具
体
的

な
取
組
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育

「
豊
か
な
人
間
性
と

健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
」

①
道
徳
教
育
の
充
実

解
答
が
１
つ
で
は
な
い
道
徳
的

な
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
他

者
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
考
え
方

を
広
げ
深
化
さ
せ
、
よ
り
よ
く
生

き
よ
う
と
す
る
力
を
育
む
道
徳
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

②
体
験
活
動
の
推
進

昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
厚

沢
部
中
学
校
の
沖
縄
修
学
旅
行
に

つ
い
て
は
、
生
徒
の
豊
か
な
感
性

を
育
む
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
町

費
に
よ
る
旅
行
費
用
の
全
額
支
援

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

③
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応

定
期
的
な
『
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
』
や
教
育
相
談
を
実
施
し
、
早

期
の
発
見
と
対
応
を
可
能
に
す
る

校
内
体
制
づ
く
り
を
一
層
進
め
て

い
き
ま
す
。

④
健
康
教
育
の
推
進

家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
望
ま
し

い
生
活
習
慣
や
運
動
習
慣
の
定

着
・
改
善
に
向
け
た
働
き
か
け
を

行
い
ま
す
。

「
社
会
で
生
き
る
力
の
育
成
」

①
確
か
な
学
力
の
育
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
確
立
し
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
を
組
織
的
に
進
め
ま
す
。

②
特
別
支
援
教
育
の
充
実

特
別
支
援
連
絡
協
議
会
を
中
心

に
、
早
期
か
ら
の
効
果
的
な
支
援

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

③
外
国
語
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実中
学
校
英
語
教
諭
に
よ
る
小
学

校
へ
の
乗
り
入
れ
授
業
を
一
層
推

進
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、

小
学
校
が
令
和
２
年
度
、
中
学
校

が
令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施
と

な
る
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
適
切

で
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
措
置
を
推
進

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係

機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

社
会
で
た
く
ま
し
く「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
３
つ
の
柱

「
社
会
で
活
き
る
力
の
育
成
」

「
豊
か
な
人
間
性
と
健
や
か
な
体

を
育
む
教
育
」

「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
と
、

12
の
重
点
に
つ
い
て
取
組
を
推
進

し
ま
す
。

令
和
元
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針

「
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」

①
学
校
運
営
の
改
善

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
に
も
導
入
し
、
勤
務

時
間
の
適
切
な
管
理
や
業
務
の
効

率
化
を
図
り
機
能
的
で
ス
ム
ー
ズ

な
学
校
運
営
を
図
り
ま
す
。

②
異
校
種
間
連
携
と
接
続
の
推
進

町
内
全
小
学
校
に
よ
る
合
同
宿

泊
研
修
や
合
同
修
学
旅
行
等
、
３

校
合
同
で
行
う
学
習
活
動
の
充
実

を
図
り
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
等
の
解

消
や
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に

努
め
ま
す
。

③
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上

時
代
の
要
請
や
多
様
化
す
る
教

育
課
題
に
対
応
で
き
る
力
や
専
門

性
の
深
化
と
向
上
、
基
礎
期
か
ら

発
展
円
熟
期
ま
で
の
各
キ
ャ
リ
ア

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
求
め
ら
れ
る

資
質
や
能
力
の
育
成
に
向
け
た
校

内
研
修
等
を
推
進
し
ま
す
。

④
学
校
安
全
教
育
の
推
進

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用

や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
や
防
犯
教
室
、
通
学

路
安
全
点
検
等
を
継
続
し
、
危
機

管
理
体
制
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の

生
涯
学
習
社
会
を
実
現

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、『
家
庭

教
育
支
援
の
充
実
』『
青
少
年
の
健

全
育
成
』『
多
様
な
学
び
と
活
躍
の

機
会
提
供
と
充
実
』『
芸
術
・
文
化

活
動
の
推
進
』『
文
化
財
の
保
存
・

整
備
』『
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
』

『
図
書
館
活
動
の
充
実
』
と
い
っ

た
７
つ
の
柱
に
つ
い
て
取
り
組
み

ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
学
び
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に

学
び
の
成
果
が
地
域
の
活
力
や
課

題
解
決
へ
と
つ
な
が
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
、「
誰
も
が
生
き
生
き

と
学
び
、
高
め
合
い
、
支
え
合
う
、

人
生
１
０
０
年
時
代
の
生
涯
学
習

社
会
を
実
現
」
し
ま
す
。

厚
沢
部
町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
育
む
学
校
教
育
の
充
実
と
、
町
民
１
人
ひ
と
り
が
生
き

生
き
と
学
び
合
い
、
互
い
に
支
え
合
い
高
め
合
う
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
も
と
に
組
織
一
丸
と
な
っ
た

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
今
年
度
の
学
校
教

育
と
社
会
教
育
の
重
点
政
策
は
次
の
通
り
で
す
。（
全
文
は
町
Ｈ
Ｐ
掲
載
）

学
校
教
育
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国民健康保険加入者の方へ国民健康保険被保険者証更新のお知らせ
◎
新
し
い
保
険
証
は
『
簡
易
書
留
』で
郵
送
し
ま
す

厚
沢
部
町
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、７
月
更
新
と
な
り

ま
す
。

70
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方
に
は
保
険
証
と
高
齢
受
給

者
証
を
１
枚
の
カ
ー
ド
に
し
た『
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
』を
交
付
し
ま
す
。

郵
送
す
る
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
２
年
７
月
31
日

ま
で
に
な
り
ま
す
。

な
お
、平
成
30
年
度
か
ら
北
海
道
も
国
保
運
営
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、新
し
い
保
険
証
に
は『
北
海
道
』と
表

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
新
し
い
保
険
証
の
受
取
時
に
不
在
の
場
合
は
？

簡
易
書
留
郵
便
は
受
領
印
が
必
要
な
た
め
、不
在
の
場

合
に
は
配
達
さ
れ
ま
せ
ん
。配
達
時
に
不
在
の
場
合
に
は
、

受
け
取
り
方
法
が
記
載
さ
れ
た「
郵
便
物
等
お
預
か
り
の

お
知
ら
せ
」が
配
達
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
の
内
容
に
あ
る
手

続
き
を
指
定
さ
れ
た
郵
便
局
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で
の
保
管
期
間（
７
日
間
）を
過
ぎ
役
場
に
保
険

証
が
返
戻
さ
れ
た
場
合
は
、現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

と
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）を
役
場
保
健
福
祉
課
国
保
係

の
窓
口
に
持
参
し
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
令
和
元
年

７
月
31
日
ま
で
で
す
。新
し
い
保
険
証
は
、早
め
に
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先

保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３
】

75歳以上の方へ後期高齢者医療制度保険証更新のお知らせ

区分Ⅱ □世帯全員が住民税非課税で、区分Ⅰに該当しない方

区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方

□世帯全員の所得が０円の方
（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

□老齢福祉年金を受給されている方

『減額認定証の交付対象』・・・次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

◎
保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
令
和
元
年
７
月

31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
８
月
１
日
か
ら
は

橙
色
の
保
険
証
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
令
和
２
年
７
月
31
日
迄

で
す
。

○
紛
失
し
た
時
や
汚
れ
た
時
は
再
交
付
し
ま
す
の
で
役
場

保
健
福
祉
課
国
保
係
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◎
減
額
認
定
証（
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）も
新
し
く
な
り
ま
す

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限
が
令
和
元
年

７
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
１
年
間
で
す
。

引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
中
に
減
額
認

定
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
８
月
１
日
か
ら
は

黄
緑
色

の
減
額
認
定
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
必
要
と
な
る
方
は
、
下
記
の
交
付
要
件
に
該
当

す
る
こ
と
を
確
認
の
上
、役
場
保
健
福
祉
課
国
保
係
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
保
険
証
・
減
額
認
定
証
と
も
上
記
と
同
じ
よ
う
に
簡
易

書
留
郵
便
に
て
郵
送
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先

保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３
】

7

役
場
・
総
体
・
あ
ゆ
み
が
全
面
禁
煙
に

受受動喫煙対受動喫煙対策策 改正健康増進改正健康増進法法のの一部施行一部施行についてについて

昨
年
７
月
25
日
に
健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
、本
年
７
月
１
日
よ
り
行
政

機
関
の
施
設（
役
場
・
総
合
体
育

館
・
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

等
）は
敷
地
内
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
訪
れ
喫
煙
を
さ

れ
る
方
は
役
場
裏（
総
合
体
育
館

側
）に
設
置
し
て
い
る
喫
煙
所
を

利
用
願
い
ま
す
。

な
お
、７
月
27
日
27

（土）
・

27

（土）

28
日

27

（土）

28

（日）
に

は
、『
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
』が
役
場
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

ま
す
が
、駐
車
場
も
役
場
敷
地
内

と
の
位
置
付
け
と
な
り
喫
煙
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
つ
り
の

関
係
者
や
来
場
者
の
皆
様
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
影
響
が
大

き
い
子
ど
も
た
ち
等
に
配
慮
す
る

改
正
健
康
増
進
法
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、所
定
の
場
所
で
の

喫
煙
を
厳
守
願
い
ま
す
。

※
改
正
健
康
増
進
法
が
規
定
す
る

義
務
に
違
反
す
る
と
罰
則（
過

料
）に
処
さ
れ
ま
す
。

役
場
裏
喫
煙
所
の
み
可

あ

ゆ

み

総

体

役 場

革革 革革

革革

医療費助成事業を拡大します！
◎
乳
幼
児
及
び
児
童
生
徒
医
療
費

★
８
月
か
ら
18
歳
の
高
校
生
ま
で
全
額
助
成
に
拡
大
！

（
た
だ
し
、自
費
払
い
分
や
食
事
療
養
費
は
対
象
外
）

※
８
月
受
診
分
か
ら
該
当
し
ま
す
。そ
れ
以
前
の
受
診
分

に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
初
診
料
は
自
己
負
担
で
す
。

※
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
災
害
共
済
給
付
金
や
そ

の
他
の
医
療
給
付
を
適
用
す
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

◎
重
度
心
身
障
害
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

★
８
月
か
ら
18
歳
ま
で
の
対
象
者
の
助
成
が
全
額
に
！

（
た
だ
し
、自
費
払
い
分
や
食
事
療
養
費
は
対
象
外
）

※
８
月
受
診
分
か
ら
該
当
し
ま
す
。そ
れ
以
前
の
受
診
分

に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
初
診
料
は
自
己
負
担
で
す
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
に
お
け
る
親
の
医
療
費
は
従
来
ど

お
り
入
院
分
の
み
該
当
。初
診
料
は
自
己
負
担
で
す
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
に
お
け
る
学
生
等
で
、20
歳
ま
で

資
格
延
長
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、従
来
ど
お
り

初
診
料
は
自
己
負
担
で
す
。

■
両
医
療
費
と
も
次
の
場
合
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。役
場

国
保
係
窓
口
で
の
医
療
費
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

□
受
給
者
証
を
提
示
せ
ず
に
受
診
し
た
場
合

□
道
外
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合

★
既
に
資
格
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、７
月
中
旬
に

更
新
申
請
書
と
案
内
文
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

★
16
歳
か
ら

16

18
歳
ま
で
の
高
校
生
の
方
で
、新
規
に
児
童

生
徒
医
療
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、保
険
証
と
印
鑑
、学
生

証
の
コ
ピ
ー（
も
し
く
は
在
学
証
明
書
）を
持
参
の
上
、

役
場
国
保
係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先

保
健
福
祉
課
国
保
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３
】
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住民税非課税の方＆子育て世帯（３歳以下）へ

詳
細
は
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
で
確
認
を
！

9

「地域通貨を利用した新しい送迎」実証実験

『住民説明会』のお知らせ
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第第
２
第
２
回回
厚
沢
部
中
学
校
体
育

厚
沢
部
中
学
校
体
育
祭祭

7799
名
全
員

名
全
員
がが

目
標
に
向
か
っ

目
標
に
向
か
っ
てて

全
力
疾
走

全
力
疾
走
！！

第
２
回
厚
沢
部
中
体
育
祭
が
５
月
26
日
26

（日）
、真
っ
青
な
晴
天
の
下
開
催
。

応
援
合
戦
か
ら
紅
白
対
抗
選
抜
リ
レ
ー
と
全
競
技
に
情
熱
を
注
ぎ
仲
間
を

鼓
舞
す
る
生
徒
。そ
の
姿
に
保
護
者
ら
の
表
情
は
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
た
。

▲白組アンカー西村君。驚異の健脚で２人を抜き去り、あっさⅤサインでゴール！

1011

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちのたたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

少
年
の
主
張
『
厚
沢
部
町
予
選
大
会
』を
開
催

６
月
11
日
11

（火）
、
少
年
の
主
張
檜

山
地
区
大
会
第
32
回
厚
沢
部
町
予

選
大
会
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
厚
沢
部
中
学
校
の
代

表
生
徒
12
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

出
場
生
徒
は
５
分
間
の
中
で
、
家

族
や
部
活
動
、
感
謝
の
気
持
ち
、

環
境
問
題
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
の

主
張
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は

大
野
愛
華
さ
ん
（
３
年
）、
優
秀
賞

に
は
清
水
柊
衣
さ
ん
（
３
年
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

両
名
は
６
月
20
日
20

（木）
、
江
差
町

で
開
催
さ
れ
た
檜
山
地
区
大
会
に

出
場
し
、
大
野
愛
華
さ
ん
が
見
事

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
一
歩
、踏
み
出
す
こ
と
」

最
優
秀
賞
の
大
野
愛
華
さ
ん
は

「
一
歩
、
踏
み
出
す
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、
部
活
動
を
通
し
て
自
信
を

得
ら
れ
た
こ
と
。
学
級
委
員
長
に

挑
戦
し
大
き
な
達
成
感
を
得
ら
れ

た
こ
と
。こ
の
２
つ
の
経
験
か
ら
、

「
１
歩
を
踏
み
出
し
た
先
に
は
、

達
成
感
や
責
任
感
が
生
ま
れ
自
分

を
さ
ら
に
磨
く
こ
と
が
で
き
る
。

『
一
歩
踏
み
出
す
と
見
え
る
世
界
』

私
は
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
欲

し
い
」
と
自
ら
の
体
験
を
も
と
に

聴
衆
に
語
り
掛
け
ま
し
た
。

「
人
と
接
す
る
こ
と
」

優
秀
賞
の
清
水
柊
衣
さ
ん
は

「
人
と
接
す
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ

に
、『
自
分
を
見
失
っ
た
時
は
た
だ

た
だ
初
心
に
戻
る
努
力
を
し
ろ
』

『
う
わ
べ
だ
け
の
付
き
合
い
を
す

る
必
要
は
な
い
。
し
っ
か
り
心
で

付
き
合
え
』
と
い
う
本
の
言
葉
に

出
会
い
世
界
が
変
わ
っ
た
。「
今
で

は
人
と
接
す
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
。『
人
と
接
す
る
こ
と
』
は
何
度

で
も
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
だ
か
ら
、
本
気
で
人
と
接
し

て
み
ま
せ
ん
か
」
と
聴
衆
に
問
い

掛
け
ま
し
た
。

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

2１

こ
ど
も
園
の
園
庭
に
大
型
遊
具

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
遊
具

は
３
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
お
り

子
ど
も
達
が
自
ら
考
え
挑
戦
し
、

達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
で
子
ど
も

達
の
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
遊
具
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
能
力
を
育
て
る
「
の

ぼ
る
」「
ゆ
れ
る
」「
ぶ
ら
下
が
る
」

「
す
べ
る
」
等
の
要
素
を
こ
の
遊

具
か
ら
感
じ
体
験
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
達
は
遊
び
の
中
か
ら
学
び

運
動
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
心
も

発
育
・
発
達
し
創
造
性
や
主
体
性

を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

挑
戦
す
る
遊
具
の
た
め
全
て
の

子
ど
も
達
が
目
標
と
す
る
場
所
へ

行
く
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
子
ど
も
達
は
目
標
に
向

か
っ
て
考
え
た
り
真
似
を
し
た
り

日
々
挑
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
達
の
成
長
が
感
じ
ら
れ

る
こ
の
遊
具
を
永
く
大
切
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
他
に
小
さ
な
子
ど

も
達
用
に
も
遊
具
が
設
置
さ
れ
、

小
さ
な
子
ど
も
達
は
「
ド
キ
ド
キ
」

「
ワ
ク
ワ
ク
」
す
る
造
り
の
遊
具

に
毎
日
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

【
主
任
保
育
教
諭

橋
端
純
恵
】

▲最優秀賞・大野愛華さん
▼優秀賞・清水柊衣さん

Vol.
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▲自分たちで組み立てたダンボールベッドを体験する参加者

防防
災災
総総
合合
訓訓

防
災
総
合
訓
練練練

町
民
の
力

町
民
の
力
をを

合
わ
せ

合
わ
せ
てて

５
月
25
日
25

（土）
、令
和
元
年
度『
北
海
道
防
災
総
合
訓

練
』が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、町
内
会
役
員
ら

30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。町
防
災
担
当
者
か
ら
避
難
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
を
受
け
た
後
、避
難
所
開
設
や
避

難
者
名
簿
作
成
の
や
り
方
、ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
作

り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。館
町
町
内
会
・
伊
藤
伸
吾
さ

ん
は「
床
に
直
接
寝
る
よ
り
寝
心
地
が
い
い
」と
ベ
ッ
ド

の
快
適
性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
長
期
間
の
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。安
心
し
た
避
難
所
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
町

民
１
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

岩田さんの講話の後、ペンギンのホゴちゃんを頭につけ全園児でハイチーズ▲

「「
おお
友友
達達
とと
仲仲
良良
くく

「
お
友
達
と
仲
良
く
」」」

悪
い
こ
と
を
し
た

悪
い
こ
と
を
し
た
らら

素
直
に
謝
ろ
う
ね

素
直
に
謝
ろ
う
ね
！！

６
月
６
日
（木）
、社
会

を
明
る
く
す
る
運
動

が
認
定
こ
ど
も
園
は

ぜ
る
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。保
護
司
会
厚
沢

部
支
部
・
岩
田
冨
貴
子

支
部
長
は「
お
友
達
や

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

に
嫌
な
こ
と
を
し
て

し
ま
っ
た
時
は
、更
生

保
護
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ホ
ゴ

ち
ゃ
ん
を
思
い
出
し

反

省

し

て

素

直

に

謝
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
講
話
。園
児
み
ん
な

は
真
剣
な
表
情
で
お

話
を
聞
い
て
い
ま
し

し
た
。

７月は『社会を明るくする運動強化月間・再発防止啓発月間』です

カカ
ワワ
ヤヤ
ツツ
メメ
をを
放放

カ
ワ
ヤ
ツ
メ
を
放
流流流

大
き
く
な
っ
た

大
き
く
な
っ
た
らら

ま
た
会
お
う
ね

ま
た
会
お
う
ね
！！

６
月
５
日
（水）

、厚
沢
部
小
学
校（
小
助
川
浩
校
長
）の

４
年
生
18
名
は
、自
分
た
ち
の
手
で
ふ
化
さ
せ
た
カ
ワ

ヤ
ツ
メ
の
稚
魚
約
１
万
匹
を
国
保
病
院
裏
手
の
厚
沢
部

川
に
放
流
し
ま
し
た
。指
導
に
あ
た
っ
た
町
河
川
資
源

保
護
振
興
会
・
坂
本
会
長
は「
皆
さ
ん
が
連
れ
て
き
た
稚

魚
の
数
に
驚
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
大
事
に
育
て
て
く

れ
た
お
か
げ
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
！
」と
子
ど
も

達
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。子
ど
も
達
は「
大

き
く
な
っ
た
ら
ま
た
厚
沢
部
川
で
会
お
う
ね
！
」「
元
気

で
ね
！
」と
話
し
か
け
な
が
ら
、カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
稚
魚
を

放
流
し
て
い
ま
し
た
。

▲約１万匹のカワヤツメの稚魚が放流されました

13

商
工
会
青
年

商
工
会
青
年
部部

全
国
統
一「
絆

全
国
統
一「
絆
」」

感
謝
運
動
を
実

感
謝
運
動
を
実
施施

６
月
７
日
（金）
、商
工
会
青
年
部（
山
下
礼
部
長
）が
、町

民
プ
ー
ル
横
と
レ
ク
の
森
に
あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ

ス
３
棟
の
清
掃
と
塗
装
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
し
ま

し
た
。今
回
の
作
業
は
全
国
の
商
工
会
青
年
部
が
地
域

に
お
け
る『
絆
』に
感
謝
す
る
全
国
統
一
の
運
動
と
し
て

展
開
。青
年
部
と
地
域
の
結
び
つ
き
に
を
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
こ
と
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
運

動
を
主
導
し
た
山
下
部
長
は「
こ
れ
ら
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
を
利
用
す
る
際
に
青
年
部
と
の
絆
を
感

じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
。ま
た
、こ
の
場
所
か
ら
新
た

な
絆
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
も
期
待
」と
述
べ
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの ああああああああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみみみみみみみあゆみ

▲みんなでおいしくいただきました！

愛愛
情
た
っ
ぷ
り

愛
情
た
っ
ぷ
り
！！

栄
養
た
っ
ぷ
り

栄
養
た
っ
ぷ
り
！！

笑
顔
た
く
さ
ん

笑
顔
た
く
さ
ん
！！

町
米
作
振
興
会（
山
田
智
稔
会
長
）か
ら
寄
贈
さ
れ
た

『
厚
沢
部
町
産
ふ
っ
く
り
ん
こ
』が
６
月
１２
日
１２

（水）
、
町
内

小
中
学
生
と
認
定
こ
ど
も
園
３
歳
以
上
児
の
給
食
、計

３
０
０
食
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
厚
沢
部
町
産
ふ
っ

く
り
ん
こ
を
口
に
し
た
鶉
小
６
年
の
川
村
拳
生
君
は

「
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
甘
く
て
、い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
る
。農
家
さ
ん
の
愛
情
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て

い
る
か
ら
お
い
し
い
の
か
な
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
給
食
で
は
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
中
華
炒
め

も
出
さ
れ
、愛
情
と
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
給
食
と
な
り
ま

し
た
。地
元
の
お
米
を
食
べ
て
大
き
く
成
長
し
て
ね
!

▲綺麗になったバーベキューハウスをご利用ください！

道
南
う
み
街
信
金

道
南
う
み
街
信
金
がが

道
南
産
杉
ベ
ン
チ

道
南
産
杉
ベ
ン
チ
をを

道
の
駅
へ
寄

道
の
駅
へ
寄
贈贈

６
月
６
日
（木）
、道
南
う
み
街
信
用
金
庫
は
道
南
産
杉

を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
ベ
ン
チ
１
脚
を『
道
の
駅
あ
っ

さ
ぶ
』に
贈
り
ま
し
た
。地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

始
め
ら
れ
た
道
南
産
杉
ベ
ン
チ
の
寄
贈
は
今
年
度
で
７

年
目
と
な
り
ま
す
。当
金
庫
厚
沢
部
支
店
・
山
田
和
之
支

店
長
か
ら
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
を
運
営
す
る
素
敵
な
過
疎

づ
く
り
㈱
・
森
稔
彦
室
長
に
贈
ら
れ
早
速
設
置
。利
用
者

は「
杉
の
香
り
に
癒
さ
れ
座
り
心
地
も
良
い
」と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
を
利
用
の
際
は
、

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
コ
ロ
ッ
ケ
等
を
食
べ
な
が
ら
ベ
ン

チ
で
休
ん
で
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

▲道の駅あっさぶの前で贈呈式が行われました。
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厚
沢
部
町
の
南
側
に
は
約
５
億

年
前
に
深
い
海
で
形
成
さ
れ
た
松

前
層
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。厚
沢

部
の
鉱
床
は
い
ず
れ
も
松
前
層
の

端
に
位
置
し
、地
層
の
境
界
面
に

形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

【
介
護
保
険
係
長

石
井

淳
平
】

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、厚

沢
部
町
内
で
は
俄
虫
鉱
山
と
意
養

鉱
山
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。こ

の
ほ
か
に
も
厚
沢
部
町
内
で
は
古

佐
内
鉱
床
、幌
内
鉱
床
、矢
櫃
沢
鉱

床
、鷲
の
巣
鉱
床
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

地
図
を
注
意
深
く
見
る
と
こ
れ

ら
の
鉱
床
は
厚
沢
部
町
の
南
西
部

に
分
布
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付

き
ま
す
が
、こ
れ
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

厚
沢
部
の
鉱
山
と
鉱
床

町
の
景
観
を
綺
麗
に

鶉
町
内
会
女
性
部
が

プ
ラ
ン
タ
ー
並
べ
る

▲松前層は深い海の底で細かい泥やプランクトンの死骸が
緻密に積み重なって固まった非常に硬い地層です。
この地層の上に1500万年前の火山活動でつくられた堆積
層があります。水や熱の力で鉱物が集積し、硬い松前層の
上で濃縮されて鉱床が生まれます。

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
！？

国
民
年
金
は
所
得
が
少
な
い
時

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、『
保
険
料
の
免
除
』を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
免
除
』に
は
全
額
免
除
の
ほ
か

保
険
料
の
４
分
の
３
、半
額
、４
分

の
１
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
、

若
年
者（
50
歳
未
満
）納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、申

請
時
点
の
２
年
１
ヵ
月
前
の
月
分

ま
で
で
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
、万
が
一
の

際
に
障
害
年
金
等
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
失
業
等
の
特
例
免
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所

得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、全
額
免
除
と
一
部
免
除

は
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
、若
年
者

納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶
者

や
世
帯
主
が
失
業
等
に
該
当
す
る

場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ
？！

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が
25
年
か
ら

25

10
年
に
短
縮
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、こ
れ
ま

で
に
対
象
と
な
る
方
に
黄
色
の
封

筒
（
A4
サ
イ
ズ
）
を
お
届
け
し
て
い

ま
す
。

ま
だ
請
求
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
今
す
ぐ
年
金
ダ
イ
ヤ
ル

（☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
）

に
電
話
を
し
、予
約
の
上
、年
金
事

務
所
に
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

★
問
合
せ
先

住
民
年
金
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

保
険
料
の
免
除
と
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

６
月
６
日

（木）
、鶉
町
内
会
女
性

部
は
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

購
入
し
た
ベ
コ
ニ
ア
や
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
等
の
花
々
を
プ
ラ
ン

タ
ー
１
２
０
台
に
移
植
し
国
道
沿

い
に
並
べ
ま
し
た
。鶉
町
内
会
・
山

崎
孝
会
長
は「
綺
麗
な
花
を
国
道

沿
い
に
並
べ
る
と
地
域
が
華
や
か

に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、住
民
が
集

ま
り
活
動
す
る
と
地
域
が
１
つ
に

な
る
効
果
も
あ
る
」と
笑
顔
で
語

り
ま
し
た
。肌
寒
い
天
候
の
中
で

の
作
業
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
！
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活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

生
分
解
性
マ
ル
チ
展
張
比
較

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
農
業
に
役
立
て
て
も
ら
う
事

を
目
的
と
し
て
土
壌
分
析
の
他
に

農
事
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
年
、10
前
後
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
試
験
成
績『
活
き
活
き
農

業
』と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

本
年
調
査
を
し
て
い
る
試
験
・

展
示
の
１
つ
に
生
分
解
性
マ
ル
チ

の
比
較
が
あ
り
ま
す
。

昨
今
、様
々
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
に

よ
る
環
境
汚
染
問
題
。と
り
わ
け

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
に
よ
る
地
球

環
境
の
汚
染
は
深
刻
で
す
。多
く

の
生
き
物
が
食
物
と
誤
っ
て
食
べ

た
り
、細
か
な
粉
砕
状
態
に
な
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
に
よ
り
、生

き
て
い
く
上
で
何
ら
か
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。

農
業
場
面
で
も
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

や
ビ
ニ
ー
ル
は
大
量
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、回
収
さ
れ
て
専
門

の
工
場
で
再
生
利
用
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

マ
ル
チ
資
材
は
雑
草
の
生
育
を

抑
制
し
た
り
地
温
を
高
め
水
分
保

持
や
肥
料
の
流
亡
を
防
ぐ
た
め

様
々
な
作
物
で
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。生

分
解
性
マ
ル
チ
に
は
多
く
の

種
類
が
あ
り
、風
雨
に
さ
ら
さ
れ

る
た
め
、あ
る
程
度
の
強
度
を
持

ち
つ
つ
も
作
物
収
穫
後
は
鋤
き
こ

ま
れ
て
分
解
す
る
性
質
を
持
っ
て

い
ま
す
。【

専
門
員

川
村

榮
一
】

皆
様
は
、毎
日
の
よ
う
に
、法
律

行
為
を
し
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ

き
で
し
ょ
う
か
。例
え
ば
、コ
ン
ビ

ニ
等
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
も
法

律
行
為
に
当
た
り
ま
す
。法
律
行

為
と
い
う
と
難
し
く
感
じ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
々
生
活

と
法
律
行
為
は
切
っ
て
も
切
り
離

せ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。

さ
て
、法
律
行
為
を
行
う
こ
と

が
難
し
い
場
合
と
し
て
、認
知
症

等
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
低
下
し

た
場
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。こ
の

よ
う
に
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い

る
人
を
法
的
に
守
っ
て
く
れ
る
制

度
の
１
つ
と
し
て
成
年
後
見
制
度

が
あ
り
ま
す
。成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
と
、詐
欺
や
第
三
者
に

よ
る
財
産
の
使
い
込
み
か
ら
守
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、簡

単
に
説
明
し
ま
す
。こ
の
制
度
は
、

法
定
後
見
制
度
と
任
意
後
見
制
度

に
大
き
く
分
か
れ
ま
す
。法
定
後

見
制
度
は
、判
断
能
力
が
低
下
し

た
後
に
、
家
庭
裁
判
所
に
申
立
て

て
、身
上
監
護
や
財
産
管
理
の
援

助
を
し
て
く
れ
る
人
を
選
ん
で
も

ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。一
方
、任

意
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力
が
十

分
な
う
ち
に
、誰
に
対
し
て
、ど
の

よ
う
な
内
容
を
委
任
す
る
か
を
決

め
お
く
制
度
で
す
。実
際
に
判
断

能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
際
に
、

家
庭
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と

で
、援
助
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
は
、本
人
の
自

由
な
意
思
決
定
を
支
援
す
る
こ
と

も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
難
し
い

制
度
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、成
年
後
見
制
度
を
知
り
、

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
み
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士

柿
谷

佐
保
子
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

92

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

ヒ
グ
マ
被
害

防
除
相
談
窓
口

の
開
設
に
つ
い
て

檜
山
振
興
局
で
は
、農
作
物
等

被
害
の
効
果
的
な
防
除
策
の
検
討

普
及
を
図
る
た
め
、次
の
と
お
り

『
相
談
窓
口
』
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、お
困
り
の
際
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
設
場
所

檜
山
振
興
局
保
健
環
境
部

環
境
生
活
課
内

●
住
所

江
差
町
字
陣
屋
町
３
３
６
‐
３

●
開
設
期
間

11
月
11

29
日

11

29

（金）
ま
で

●
相
談
対
象
者

ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
受
け
る

可
能
性
の
あ
る（
あ
る
い
は
受
け

て
い
る
）営
農
者

●
相
談
内
容

○
ヒ
グ
マ
出
没
状
況
に
応
じ
た
対

応
方
法
の
紹
介

○
ヒ
グ
マ
被
害
防
除
に
効
果
的
な

電
気
牧
柵
の
紹
介

★
連
絡
先

☎
５
２
‐
６
５
１
５

▲比較試験（全景）

Vol.
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寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

▼手作り楽器遊び

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
を

子育てについての悩み事・困り事などありましたら、いつでも保健師や栄養士へご相談ください。
☆連絡先☆
①町保健福祉センター内 保健福祉課健康増進係（保健師・栄養士） TEL：64‐3319
②認定こども園はぜる内 保健福祉課子育て支援係（保健師・保育教諭） TEL：56‐7310
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子
ど
も
の
１
番
の
お
も
ち
ゃ
は
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

子
ど
も（
孫
）と
、も
っ
と
楽
し
く
、も
っ
と
た
く
さ
ん
遊
び
、心
豊
か
な
子
に
育
て
ま
し
ょ
う
！

今
回
は
、『
ふ
れ
あ
い
遊
び
の
メ
リ
ッ
ト
』も
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
！

＜赤ちゃんとのふれあい遊びのメリット！＞
①スキンシップにより「オキシトシン」が分泌され愛着関係を深める

「オキシトシン」とは「愛情ホルモン」「幸せホルモン」とも呼ばれる物質で、

親子の愛着関係・絆を深めることができます。

②子どもの記憶力が良くなりストレスに強くなる

脳が最も発達するのは生後１年ほどの間と言われています。

その間にオキシトシンの影響を十分に受けると、

脳自体がオキシトシンを出しやすいように変わり、

記憶力が良くストレスに強い大人になれるようです！

③ママ・パパのストレス解消効果もある

スキンシップを取ることで安らぎやストレス解消といった効果もあります。

※スキンシップ効果が高くなりやすいのは、

朝よりも夕方なのでお仕事をされている方にもぜひ取り入れて欲しいです！

では、遊びの紹介です！

新聞紙や折り込みチラシ等を使って遊びましょう。

丸めたりちぎったり遊び方はいろいろです。

手を使う遊びはスプーンをつかむ、コップを持つな

ど今後の発達の手助けとなります！

▼新聞遊び

赤ちゃんはリズム遊びが大好き

です！

振る遊び、たたく遊びなど色々

な音の鳴るものを渡して一緒に

遊んでみてください！

Vol.
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※１日の活動内容や時間によって個人差があり

ますのであくまで目安の数値です。

座位が多い方は低め、よく体を動かしている

方は高めの数値で考えてください。

並川麻子

ごめんください
栄養士です

35１

৹৹ससथथााेेअअآآ௏௏೨೨৓৓ऩऩ୫୫হহभभ৭৭लल্্

●まずは自分に必要なエネルギーは？

女 性男 性性 別

1,650～2,200kcal2,300～3,050kcal18～29歳

1,750～2,300kcal2,300～3,050kcal30～49歳

1,650～2,200kcal2,100～2,800kcal50～69歳

1,500～2,000kcal1,850～2,500kcal70歳以上

1,776kcal2,367kcal摂取量平均

皆さんは、自宅の外（お店など）で食事する「外食」という言葉はご存じ

かと思いますが「中食」という言葉は知っていますか？この「中食」はお総

菜やお弁当などの調理や加工されたものを購入し、自宅で食べることを表し

ます。近年の家計調査からみると、この外食や中食の利用が増え食べ物の簡

便化が進んでいます。外食や中食の選び方は、その日その時の気分で変わる

と思いますが、今回は自分の身体に見合った選び方をご紹介します。

メインメニューには野菜量が少なく、単品で済ませてしまうと野

菜不足に繋がってしまいます。野菜やきのこ類の入った汁物やおか

ずの追加をおすすめしますが、肉野菜炒め定食や、中華丼、野菜ラー

メンなどを選ぶのもよいでしょう。また、最近ではエネルギーなど

の栄養表示をしているお店も多いので目を通してみましょう！

家庭の食事作りも含め、外食選びや中食でも健康な１日を過ごせ

ますように・・・。

▼

成人の年齢別、男女別で表した１日に必要な
カロリー数です。

●単品で済ませていませんか？

ポイント１：１日の必要量に対してどのくらい摂っているのかチェック！

ポイント２：お酒やジュース類を飲む人は飲み物のエネルギーもチェック！

●外食や中食にあるメニューを選んでみよう！
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

肉みそが絡んで子供も食べやすい冷やし麺で

す。トッピングに野菜を加えるとさっぱり仕上

がります。豚肉は鶏肉に比べて疲労回復に効果

のあるビタミンＢ１が豊富なのが特徴です。

これからの夏バテに時期におすすめです！

【材料】（1人分）
□中華めん １玉
□豚ひき肉 100ｇ
□ねぎ １／４本
□しいたけ １枚
□サラダ油 小さじ１
□味噌 小さじ１強
□砂糖 小さじ１
□しょうゆ 小さじ２
□りんご酢 小さじ１／２
□片栗粉 小さじ２
□水 小さじ１
□きゅうり 50ｇ
□トマト 100ｇ

【作り方】
①肉みそを作ります。
ねぎとしいたけはみじん切りにする。
鍋に油を熱してねぎを炒め、香りが
立ったらひき肉としいたけを加えて
ポロポロになるまで炒める。味噌、
砂糖、しょうゆ、水50mlを加える。
煮立ったら、水溶き片栗粉を流して
とろみを付ける。

②めんはゆでて冷水にとってさっと洗
い、水気を切って器に盛る。きゅうり、
トマトは食べやすい大きさに切る。

③器に麺を広げ、肉みそ、きゅうり、トマ
トを盛付け、完成！

エネルギー 645kcal

塩分 3.7ｇ

食生活
改 善
協議会

今月の簡単レシピ

肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉みみみみみみみみみみそそそそそそそそそそ肉みそののののののののののの
冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷ややややややややややしししししししししし中中中中中中中中中中冷やし中華華華華華華華華華華華

食改さんのコメン
ト

図書館
新 書
情 報

「るるぶ北海道’20/るるぶ函館

五稜郭 大沼’20（最新版）」

〔JTB 出版〕

北海道版と、函館・五稜郭・大沼版、観光ス

ポット人気のエリアの最新情報。

「ここははずせない！」スポットの紹介、

一度は味わってみたいグルメ情報も満載。

旅行定番ガイドブック

「痛風・高尿酸血症の安心ごはん」

〔菅野義彦/恩田理恵/金原桜子監修〕

飽食と言われている現代、食生活の変化に

伴い、「痛風」や「高尿酸血症」が若い人にも多

く見られるように。

病気についての基礎知識、最新情報ととも

に安心でヘルシーな料理を紹介。

偏食、過剰摂取で食生活が乱れがちの方に

も！

季節は夏。７月は夏休みもありますね。

アウトドアや旅行も健康的に楽しみたいものです。

夏を楽しむための本をご紹介します。

おすすめ新着図書

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。

また、リクエストや道立図書館からの貸出も受け付けしています。

どうぞ、お気軽にご利用ください。

●問合せ先 厚沢部町図書館 ☎64‐3436（直通）

厚沢部町スポーツ少年団には下記９

団体が加盟しています。

活動に興味のある方は、少年団事務局

（教育委員会社会教育係〔TEL64-3318〕）

にお問い合わせください。

指導員競 技 名

太 田 稔 久野球

池 田 昭 壽剣道

鈴 木 悦 郎柔道

大 森 秀 行館バドミントン

湯 田 皓 二バレーボール

笠 原 健陸上

山 本 正 明空手

山 崎 理 恵ヒップホップ

佐々木 英 明スイミング

スポーツ
少年団
情 報

スポ少
加盟団体
紹 介
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診 療 日診 療 科
午前 月～金曜日（午前11時迄の受付）整 形 外 科

午前 月～金曜日
午後 月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前 水曜日（初診受付11時迄）
午後 8.22日
＜再診のみ（再診受付完全予約制）＞
午前10時迄受付9.23日・午前11時迄受付1.29日
午後 木曜日

消 化 器 内 科

午前 金曜日
午後 木曜日

呼 吸 器 内 科

午前 月～木曜日（月曜日は10時から診療）総合診療(内科)

午前 火～木曜日（外科は12.26日）総合診療(外科)

午前 月～金曜日小 児 科

午前 月～金曜日
午後 水曜日

泌 尿 器 科

午前 月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前 月～金曜日産 婦 人 科

午前 2.3.11.16.17.24.25.30.31日
午後 10.24日 （初診受付11時迄）

耳 鼻 咽 喉 科

午前 11.25日（予約以外の方は10時迄に受付）
午後 3.17.24日

眼 科

午前 火曜日皮 膚 科

5.19日神 経 内 科

７月の外来診療

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

ますので、お問い合わせください。

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババスススススススススススススススススススス』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案『無料送迎バス』のご案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

午前・・・ 8時30分～11時30分
午後・・・13時30分～15時00分

受 付
時 間

７月の外来診療

診 療 日診 療 科

月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

２日（火）・３日（水）

16日（火）・17日（水）
眼 科

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

国保病院と館・鶉間を往復する送迎バスを火・

木曜日に運行していますので、ご利用ください。

停車場所 出発時間

①旧館診療所前 午前8時30分

②館地域振興センター 午前8時30分過ぎ

③鶉学校前バス停 午前8時50分

④鶉地区研修センター 午前8時50分過ぎ

⑤国保病院 午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療終了後

国保病院前を出発します。

（帰路：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

運行日：毎週火・木曜日

新任医師を紹介します！

循環器内科 宮森 大輔 医師

前任地：函館五稜郭病院

専門・関心ある領域：循環器、腎臓

趣味：旅行

患者さんへ：循環器、腎臓を専門に

診療しており、外来では主に心臓

病や血圧、糖尿病等の生活習慣病

を担当しております。また同時に

透析室管理や内科系の入院管理も

行っています。健康寿命の増進や症状の緩和に力を入

れておりますので、何卒よろしくお願いします。

循環器内科 伊藤 良介 医師

前任地：帯広厚生病院

専門・関心のある領域：循環器内科

趣味：旅行、グルメ、温泉、読書

患者さんへ：自分の専門に限らず、

内科全般と幅広く診療を行い、一

人一人に誠意をもって、満足して

いただける医療を提供できるよう

に精進いたします。

★★★看護師等の職員を募集しています★★★
正規看護師と看護師＆准看護師＆看護助手の臨時職
員を募集しています。院内保育所の利用や勤務時間も
ご相談ください。是非一緒に働きましょう。連絡お待ち
しています。〔TEL52-0036（内線202）総看護師長 廣野〕

☆☆☆ 糖尿病教室のお知らせ ☆☆☆
江差病院では、糖尿病について正しい知識を学び
生涯元気に暮らせるように奇数月の毎週木曜日に
「糖尿病教室」を開催しています。
参加費無料です。
ご興味のある方は是非ご参加ください。
《７月開催予定》
日時 ７月４日、１１日、１８日、２５日 １２：３０～
場所：江差病院１階ロビー 会計横スペース
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樺
樺
樺
樺
樺

行

８
＆ 事

お

知
ら
せ

７
＆

７
月
の
休
日
当
番
医

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間

9
時
～
17
時
）

電話番号病 院 名当番日

52-1070佐々木病院7月7日（日）

52‐0036道立江差病院14日（日）

52‐1366勤医協江差診療所15日（祝）

62‐2331乙部町国保病院21日（日）

64‐3036厚沢部町国保病院
28日（日）

64‐3041（あっさぶ調剤）

□
自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）

◆
資
格

18
歳
以
上

18

32
歳
未
満

◆
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

◆
試
験
期
日

年
間
を
通
じ
て
実
施

□
一
般
曹
候
補
生（
第
２
回
）

◆
資
格

18
歳
以
上

18

32
歳
未
満

◆
受
付
期
間

９
月
６
日

（金）
ま
で

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験（
左
記
の
う
ち
1
日
）

９
月
20
日
20

（金）
～
９
月

20

（金）

22
日

20

（金）

22

（日）

□
航
空
学
生

◆
資
格

◇
海

18
歳
以
上

18

22
歳
未
満

◇
空

18
歳
以
上

18

20
歳
未
満

◆
受
付
期
間

９
月
６
日

（金）
ま
で

◆
試
験
期
日

◇
１
次
試
験
日

９
月
16
日
16

（月）

★
問
合
せ
先

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

☎
５
２
‐
２
４
７
６

自
衛
官
採
用
試
験
に
つ
い
て

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程

７
月
３
日

（水）
／

（水）

24
日

（水）

24

（水）

◆
時
間

13
時
～

13

15
時

◆
定
員

20
名

◆
受
講
料

各
２
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切

各
実
施
日
前
日
迄

☆
問
合
せ（
申
込
）先

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
０
１
６
０

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
一
般
事
務
職
員（
上
級
）

★
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

★
受
付
期
間

７
月
31
日
31

（水）
ま
で

★
１
次
試
験
日

９
月
22
日
22

（日）

★
試
験
会
場

①
函
館
市
・
公
立
は
こ
だ
て
未
来

大
学

②
乙
部
町
・
乙
部
町
民
会
館

★
採
用
人
数

厚
沢
部
町
２
名

★
問
合
せ
先

檜
山
町
村
会
事
務
局

☎
５
２
‐
３
５
４
４

役
場
総
務
政
策
課
総
務
係

☎
６
４
‐
３
３
１
１

厚
沢
部
町
役
場
職
員

採
用
資
格
試
験
に
つ
い
て

検
査
対
象
外
軽
二
輪
自
動
車

の
届
出
窓
口
変
更
に
つ
い
て

検
査
対
象
外
軽
二
輪
自
動
車
の

届
出
窓
口
が
、北
海
道
運
輸
局
函

館
運
輸
支
局
に
変
わ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
名
称

北
海
道
運
輸
局

函
館
運
輸
支
局（
登
録
担
当
）

○
住
所

函
館
市
西
桔
梗
町
５
５
５
‐
24

○
電
話
番
号

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
０
２

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
７
月
４
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

14
時
14

15
分
～

14

15

16
時

14

15

16

15
分

☆
７
月
23
日
23

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

14
時
～

14

15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

15
時
15

45
分
～

15

45

17
時

15

45

17

45
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大

学
校
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

航
船
舶
職
員
を
養
成
す
る
『
国

立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
』

（
国
土
交
通
省
所
管
）
で
は
、
２

０
２
０
年
度
入
学
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

①
自
己
推
薦
入
学
試
験
募
集
期
間

10
月
１
日

10

（火）
～

10

（火）

10
月

10

（火）

10

16
日

10

（火）

10

16

（水）

②
一
般
入
学
試
験
募
集
期
間

12
月
12

16
日

12

16

（月）
～
１
月

12

16

（月）

15
日

12

16

（月）

15

（水）

◆
各
受
験
資
格

①
２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
お
い

て
満
18
歳
以
上
の
者

②
高
等
学
校
卒
業
者（
見
込
含
む
）

☆
問
合
せ
先

宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

☎
０
１
９
３
‐
６
２
‐
５
３
１
６

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
m
e
t
s
.
a
c
.
j
p
/

m
i
y
a
k
o
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７月＆８月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（6月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－1）2,2451,1791,0661,134下地区

（－1）671347324331鶉地区

（－6）921482439450館地区

（－8）3,8372,0081,8291,915全 町

令和元年５月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

99件今月の寄附件数

2,300千円今月の寄附金額

452件
令和元年度
寄附件数累計

6,090千円
令和元年度
寄付金額累計

32,007千円前年度寄付金額

（6月20日届出分まで）

※外国人住民を含む

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

赤沼町 森藤 キクさん（85歳）15/27

館 町 大橋 岩一さん（94歳）16/13

緑 町 杉野 隆弘さん（58歳）16/13

新 町 中川 弘一さん（80歳）16/18

おくやみもうしあげます

☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆
７月27日（土）は休日のため当施設へのゴミの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】

おたんじょうおめでとう！

緑 町 畠 山 琉 飛 くん 5/21
るいと

（純幸さん＆有加さん）

日８４６１連続

令和元年6月24日現在

Ａ区分男性・女性及びＢ区分男性・女性試験区分

男性Ａ区分 30名程度
男性Ｂ区分 115名程度
女性Ａ区分 10名程度
女性Ｂ区分 45名程度

採用予定人員

学校教育法による大学（短期大学を除く）等を卒業した者
（2020年3月末日までに卒業見込みの者を含む）

Ａ区分
学

歴

受

験

資

格

Ａ区分以外の者Ｂ区分

昭和62年4月2日から平成14年4月1日までに生まれた者
（2019年4月1日現在で18歳以上33歳未満）

年 齢

7月1日（月）から8月24日（火）※電子申請も同じ受付期間

9月16日（月・祝）第1次試験日

札幌方面：札幌、千歳、岩見沢、小樽、室蘭、苫小牧など
函館方面：函館、八雲
※その他、旭川・帯広・北見・青森・東京などでもあり

第1次試験地

9月27日(金)【予定】第1次試験合格発表

10月中旬 11月上旬第2次試験日

札幌、函館、旭川、釧路、帯広、北見第2次試験地

11月29日(金)【予定】最終合格発表

2020年4月1日以降採用予定日

2019年度北海道警察官採用試験について

富 里 木 村 美 森ちゃん 5/30
みもり

（卓也さん＆玲香さん）

赤沼町 小野寺 勇 玖 くん 6/25
さ く

（雄大さん＆美佐さん）

富 里 由 利 葉 菜ちゃん 6/10
は な

（基樹さん＆美薫さん）

第
16
回『
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と

夏
ま
つ
り
』が
７
月
27
日
27

（土）
・

27

（土）

28
日

（日）
の
２
日
間
、役
場
前
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
ま
す（
雨
天
決
行
）。

27
日
27

（土）
は

27

（土）

15
時
に
開
会
後
、カ

ラ
オ
ケ
大
会
、す
ず
は
ら
か
の
ん

ラ
イ
ブ
、和
田
青
児
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
を
開
催
。28
日
28

（日）
は

28

（日）

10
時
に

開
会
後
、リ
ュ
ウ
ソ
ウ
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
、あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
コ
ロ
ッ
ケ
揚
げ
、航
空

自
衛
隊
音
楽
隊
演
奏
、巨
大
ビ
ン

ゴ
大
会
等
を
開
催
し
ま
す
。両
日

と
も
厚
沢
部
名
物
く
じ
の
館
や
鮎

の
塩
焼
き
、農
産
物
の
直
売
や
飲

食
物
も
数
多
く
販
売
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

７
月
27
日
27

（土）
・

27

（土）

28
日

27

（土）

28

（日）
開
催

あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

「
訂
正
と
お
詫
び
」

先
月
発
行
し
た
６
６
６
号
の

最
終
頁『
時
間
を
刻
む
』で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。次
の
と
お
り
訂

正
す
る
と
と
も
に
、尾
留
川
心
さ

ん
や
ご
家
族
ご
親
族
の
皆
様
に

深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）尾
留
川
心
君

（
正
）尾
留
川
心
さ
ん

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

館
町
・
大
橋
つ
や
子
さ
ん
か
ら

３
０
，０
０
０
円

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
寄
贈

館
町
・
伊
藤
伸
吾
さ
ん
か
ら

座
椅
子

５
脚

６
２
，５
０
０
円
相
当

●
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

茨
城
県
・
三
石
美
年
子
さ
ん
か
ら

２
０
，０
０
０
円
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あとがき
▼

６

月

１

日

付

人

事

異

動

で

広

報

担

当

が

変

わ

り

ま

し

た

。

私

が

担

当

し

た

３

年

２

カ

月

。

様

々

な

ご

指

導

ご

意

見

等

を

頂

戴

し

ま

し

た

。

年

に

１

回

、

全

道

の

広

報

担

当

者

が

集

う

技

術

研

究

会

で

は

講

師

の

方

々

に

「

編

集

後

記

は

誌

面

の

内

容

に

関

係

な

く

異

質

だ

」

「

写

真

は

映

っ

て

い

る

人

や

物

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

な

い

」

「

レ

イ

ア

ウ

ト

は

単

調

。

読

者

を

惹

き

つ

け

る

要

素

が

な

い

」

等

と

酷

評

を

受

け

た

１

年

目

。

「

広

報

誌

は

住

民

の

税

金

を

原

資

に

制

作

し

て

お

り

ど

の

自

治

体

も

同

じ

。

経

験

が

な

い

、

時

間

が

な

い

と

言

い

訳

せ

ず

、

よ

り

レ

ベ

ル

の

高

い

広

報

誌

を

」

と

叱

咤

さ

れ

た

２

年

目

。

読

者

か

ら

は

「

良

い

表

情

の

写

真

だ

」「

読

み

応

え

あ

る

記

事

だ

っ

た

」「

最

近

の

あ

と

が

き

は

力

抜

い

て

い

る

だ

ろ

」

等

の

反

応

が

時

に

寄

せ

ら

れ

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

１

つ

で

し

た

。

ニ

ー

ズ

の

高

い

『

編

集

後

記

は

継

続

』『

名

前

や

年

齢

等

の

ミ

ス

は

し

な

い

』

を

目

標

に

制

作

し

た

６

６

６

号

ま

で

の

38

誌

。

最

後

の

最

後

に

誤

掲

載

を

し

た

こ

と

は

後

悔

先

に

絶

た

ず

。

こ

の

誤

り

を

教

訓

に

し

ま

す

。

▼

今

月

号

か

ら

役

場

４

年

目

・

蛯

名

拓

斗

（25）

が

制

作

を

担

当

。

久

方

ぶ

り

の

20

代

広

報

マ

ン

。

40

歳

を

過

ぎ

た

私

は

広

報

担

当

最

高

齢

で

し

た

が

、

今

後

は

若

さ

を

活

か

し

た

行

動

力

と

企

画

力

、

愛

さ

れ

キ

ャ

ラ

の

人

柄

を

活

か

し

制

作

し

て

く

れ

る

も

の

と

思

い

ま

す

。

今

後

も

ご

愛

読

お

願

い

し

ま

す

。（

三

）

鶉小伝統の一輪車発表

６
月
２
日

（日）
、
町
内
３
小
学
校

の
運
動
会
が
清
々
し
い
青
空
の
下

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
所
懸
命
、

競
技
に
挑
む
児
童
た
ち
に
家
族
や

地
域
住
民
か
ら
は
大
き
な
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

▲借り物はイケメン！？(館小)

時
と

間
き

刻 む
Λ

▲表情も息もピッタリ！(鶉小) ▲見ているこっちまで笑顔に！（厚小）

▲おらいも君も参加？！(館小) ▲ゴール前に余裕のカメラ目線！？(鶉小) ▲ゴール前のデッドヒート！（厚小）

▲ラジオ体操も大切な競技の１つ！（館小）▲私事ですが・・・初取材初撮影（厚小）

児童も家族も全力！町内３小学校運動会


